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道
路
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、國
ノ
血
脈

け
つ
み
ゃ
く
ナ
リ
、

脈
絡

み
ゃ
く
ら
く
ナ
ケ
レ
バ
木
偶
も
く
ぐ
う（
木
で
造
っ
た
人
形
の
意
）ノ
如
ク
、活
動
ア
ル
ナ
シ
。

北
地
ノ
道
路
ハ
、方
今
ほ
う
こ
ん（
今
日
の
意
）ノ
如
ク
、

半
成
ノ
有
樣
ニ
テ
打
チ
捨
テ
置
ク
ベ
カ
ラ
ス
。砂さ

礫れ
き

ヲ
敷
テ
良
道
ト
ナ
シ
、

且
、架
ス
ル
ニ
堅
橋
ヲ
以
テ
シ
、
終
歳

し
ゅ
う
さ
い
旅
人
ノ
便
ヲ
開
ク
ベ
シ
。

余
ハ
、此
ノ
件
ヲ
本
使
ノ
緊
急
ニ
シ
テ
、最
モ
急
務
ナ
ル
事
業
ト
ス
。

―『
ケ
プ
ロ
ン
報
告
よ
り
』

札
幌

さ

っ

ぽ

ろ

本
道

―
国
道
五
号
・
国
道
三
六
号
―
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先
住
民
族
の
ア
イ
ヌ
は
狩
猟
民
族
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
熊
や
鹿
の
歩
い
た
道
を
利
用
し
た
。
そ

の
た
め
道
路
の
開
削
な
ど
は
必
要
が
な
か
っ
た
。
加
え
て
松
前
藩
も
ま
た
鎖
国
主
義
を
と
っ
て
い
た

た
め
、
む
し
ろ
道
路
の
発
達
を
拒
ん
で
い
た
。

札
幌
と
千
歳
の
間
の
道
路
も
ま
た
、
猟
を
す
る
人
た
ち
が
鹿
道
な
ど
を
歩
き
、
そ
れ
が
自
然
に
踏

み
固
め
ら
れ
、
次
第
に
道
ら
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
こ
に
は
古
く
か
ら
「
千
歳
越
」
と
呼
ば
れ
る
川
の
道
が
あ
っ
た
。
勇
払
か
ら
舟
で
勇
払
沼
、

美
々
川
を
さ
か
上
り
、
美
々
に
上
陸
し
て
二
里
（
約
八
㎞
）
ほ
ど
の
経
路
を
た
ど
り
千
歳
に
到
着
、

そ
れ
か
ら
ま
た
舟
で
千
歳
川
を
下
り
、石
狩
に
至
っ
た
。

す
な
わ
ち
水
路
に
頼
る
道
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
丸
木

舟
を
雇
い
入
れ
、
堅
雪
の
季
節
に
な
る
と
、
千
歳
か
ら

勇
払
沼
ま
で
舟
を
引
っ
張
っ
て
越
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
七
年
）
に
な
り
、

場
所
請
負
人
で
あ
っ
た
山
田
文
右
衛
門
が
、
美
々
か
ら

千
歳
ま
で
の
約
二
里
と
千
歳
〜
漁
太
間
の
約
六
里
を
開

削
し
た
の
が
、そ
も
そ
も
こ
の
道
路
の
初
め
で
あ
っ
た
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
に
な
っ
て
、
箱
館
奉
行

の
強
い
要
請
に
よ
り
、
石
狩
場
所
請
負
人
の
安
部
屋
伝

次
郎
が
星
置
か
ら
島
松
ま
で
を
、
ま
た
勇
払
場
所
請
負

人
の
山
田
文
右
衛
門
が
島
松
か
ら
千
歳
ま
で
を
、
す
べ

て
請
負
人
の
私
費
に
よ
り
開
削
し
た
。
道
幅
四
�
程
度

の
草
木
を
刈
っ
た
だ
け
の
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

札幌本道の開削状況
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こ
れ
に
よ
っ
て
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
と
が
陸
路
で
通
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
札
幌
越
新

道
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
国
道
三
六
号
の
原
形
と
な
っ
た
。

松
浦
武
四
郎
、
飯
田
豊
之
助
ら
が
選
定
し
た
こ
の
道
路
も
、
自
然
の
道
路
と
あ
ま
り
変
わ
り
は
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
北
辺
の
急
を
告
げ
る
た
め
に
往
復
す
る
役
人
、
漁
場
を
渡
り
歩
く
漁

師
ら
に
よ
っ
て
、
次
第
に
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

明
治
二
年
、
北
海
道
に
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
、
札
幌
に
本
府
が
設
け
ら
れ
る
と
、
明
治
政
府
は
欧

米
文
化
を
北
海
道
の
処
女
地
に
う
ち
立
て
よ
う
と
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ケ
プ
ロ
ン
、
ワ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
、

ク
ラ
ー
ク
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
、
ワ
イ
マ
ン
、
ホ
ル
ト
、
ダ
ン
な
ど
多
数
の
技
術
者
を
招
へ
い
す
る
。

そ
し
て
開
発
の
基
盤
を
重
視
し
て
札
幌
の
街
路
計
画
、「
札
幌
本
道
」
の
建
設
な
ど
注
目
す
べ
き
事

業
を
行
っ
た
。

開
拓
使
顧
問
兼
頭
取
と
し
て
年
俸
一
万
ド
ル
で
招
へ
い
さ
れ
た
ケ
プ
ロ
ン
は
、
道
路
の
必
要
性
を

「
建
國
ノ
新
古
ヲ
論
セ
ス
、
實
際
上
國
ヲ
開
ク
ハ
道
路
ノ
外
ナ
シ
」
と
し
「
首
都
ト
室
蘭
ト
ノ
間
ニ

一
路
ヲ
開
ク
ハ
最
大
要
件
タ
ル
コ
ト
明
瞭
」（『
新
撰
北
海
道
史
』）
と
の
報
告
書
を
開
拓
使
に
提
出

す
る
。
政
府
は
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
函
館
か
ら
室
蘭
を
経
由
し
て
札
幌
に
達
す
る
「
札
幌
本
道
」

開
削
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
「
札
幌
・
函
館
・
内
地
間
連
絡
交
通
路
が
な
け
れ
ば
、
札
幌
は
首
府

と
し
て
の
価
値
が
な
い
と
し
、
そ
の
開
設
の
急
務
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
」（『
札
幌
市
史
』）
か

ら
で
あ
っ
た
。

明
治
五
年
三
月
、
東
京
、
伊
豆
、
南
部
、
鹿
児
島
な
ど
か
ら
集
め
ら
れ
た
職
工
、
人
夫
た
ち
は
、

ハ
ッ
ピ
の
背
中
に
開
拓
使
の
「
開
」
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
、
函
館
か
ら
札
幌
に
向
か
っ
て
無
人
の
荒

野
に
工
事
を
進
め
た
。
途
中
に
は
必
要
な
器
具
を
製
作
す
る
作
事
小
屋
を
建
て
た
り
、
外
人
技
師
・
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官
吏
の
詰
所
、
休
泊
所
、
人
夫
小
屋
、
病
院
な
ど
も
設
け
て
い
る
。
工
事
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
八
時
間
労
働
と
し
て
、
人
海
戦
術
で
進
め
ら
れ
た
。
室
蘭
〜
札
幌
間
は
特
に
難
工
事
で
あ

っ
て
「
坂
路
峻
險
に
し
て
岩
は
火
藥
を
用
い
て
之
を
破
裂
し
、
百
尺
に
付
き
五
尺
以
内
の
勾
配
を
爲

し
、
開
鑿
特
に
困
難
を
極
め
た
り
」
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
札
幌
本
道
」
は
、
函
館
と
札
幌
と
を
結
ぶ
も
の
で
、
函
館
〜
森
間
は
陸
路
四
二
㎞
、
森
〜

室
蘭
間
は
海
路
を
船
で
四
六
㎞
、
室
蘭
〜
札
幌
間
は
再
び
陸
路
で
一
三
四
・
五
㎞
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
幅
員
は
七
〜
一
三
�
で
両
側
に
側
溝
を
掘
り
、
大
小
合
わ
せ
て
三
二
三
の
橋
を
架
け
た
。
労

務
者
の
延
べ
人
数
は
七
〇
九
、五
四
三
人
に
及
び
、
死

亡
者
も
ま
た
七
一
人
に
達
し
た
。
総
経
費
は
実
に
八
四

三
、七
〇
〇
円
一
四
銭
七
厘
を
要
し
て
い
る
。
明
治
六

年
六
月
、
着
工
後
わ
ず
か
一
年
三
カ
月
で
、
日
本
で
初

め
て
の
長
距
離
洋
式
馬
車
道
が
完
成
し
た
。

「
札
幌
本
道
」
の
完
成
は
、
北
海
道
の
交
通
運
輸
上
、

ま
た
交
通
網
拡
充
の
骨
格
と
し
て
絶
大
な
る
効
果
を
も

た
ら
し
、
北
海
道
開
拓
史
上
に
お
け
る
一
大
事
業
と
な

っ
た
。

ま
た
森
埠
頭
の
桟
橋
は
、
本
道
初
の
木
造
洋
式
桟
橋

と
し
て
特
異
な
工
事
で
あ
っ
た
。
桟
橋
の
長
さ
は
一
四

一
間
（
二
五
六
・
三
ｍ
）、
幅
三
・
三
間
（
六
・
四
ｍ
）
の

も
の
で
あ
り
、
工
費
一
七
、〇
一
九
円
九
六
銭
で
、
明

治
六
年
一
一
月
に
竣
工
と
な
っ
た
。

出来上がった「札幌本道」の状況〈北海道大学北方資料室〉
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橋
脚
に
使
用
さ
れ
た
木
材
は
、
茅
部
村
の
栗
や
楢
の
木
で
あ
っ
た
。
杭
は
海
底
に
深
く
入
れ
周
囲

に
石
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
そ
し
て
鷲
ノ
木
村
の
桂
川
の
上
流
で
湧
出
し
て
い
た
原
油
を
、
こ
の
橋

脚
に
塗
布
し
て
乾
燥
さ
せ
、
海
中
に
建
て
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
提
案
し
た
の
は
、
戊
辰
戦

争
の
役
で
官
軍
に
抵
抗
し
た
榎
本
武
揚
で
あ
っ
た
。
榎
本
は
鷲
ノ
木
村
付
近
で
原
油
が
採
れ
る
の
を

す
で
に
見
届
け
て
い
た
。
そ
れ
を
汲
み
取
っ
て
杭
に
塗
布
す
れ
ば
、
防
腐
効
果
が
あ
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
榎
本
は
こ
の
橋
の
担
当
で
あ
っ
た
平
野
弥
十
郎
を
現
場
に
案
内
し
、
池

の
表
面
に
浮
い
て
い
た
黒
く
て
粘
り
の
あ
る
原
油
を
塗
布
さ
せ
た
。

こ
の
こ
と
は
わ
が
国
に
お
け
る
「
木
材
防
腐
工
法
」

の
端
緒
と
な
っ
た
記
念
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
桟
橋

の
先
端
部
は
満
潮
時
で
七
ｍ
、
干
潮
時
で
も
五
・
六
ｍ

と
し
、
大
艦
で
も
桟
橋
に
着
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

開
拓
使
で
は
明
治
五
年
に
付
属
汽
船
稻
川
丸
を
こ
の

森
〜
室
蘭
間
の
定
期
航
路
に
就
航
さ
せ
る
。
し
か
し
か

ん
じ
ん
の
定
期
船
は
、
破
損
、
故
障
に
よ
っ
て
欠
航
も

多
く
、
か
つ
運
賃
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
の

全
部
が
利
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
安
い
民
船
に
よ
る
航
行
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
道
路
が
完
成
す
る
と
、
開
拓
使
次
官
で
あ
っ
た

黒
田
は
、
ア
メ
リ
カ
製
の
四
頭
曳
き
の
客
馬
車
で
走
り

抜
け
、
大
得
意
に
な
っ
て
札
幌
に
入
っ
て
い
る
。

現在にも残る「森埠頭桟橋の杭」
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明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
八
月
、
明
治
天
皇
が
北
海
道
の
拓
殖
実
況
と
民
情
視
察
の
た
め
軍
艦

で
小
樽
港
に
上
陸
し
、
九
月
の
帰
途
は
こ
の
札
幌
本
道
を
お
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
月
寒

で
小
休
止
さ
れ
、
島
松
の
中
山
久
蔵
宅
で
御
昼
食
を
召
さ
れ
る
。
そ
し
て
千
歳
で
御
泊
さ
れ
、
室
蘭

か
ら
軍
艦
迅
鯨
号
で
噴
火
湾
を
渡
ら
れ
、
森
港
に
御
着
き
に
な
り
、
翌
日
青
森
へ
と
御
出
発
さ
れ
た
。

こ
の
時
の
行
幸
を
記
念
し
て
桔
梗
野
か
ら
峠
下
ま
で
の
約
一
三
㎞
に
わ
た
り
、
赤
松
並
木
が
造
ら

れ
た
。
現
在
で
は
樹
齢
一
三
〇
年
を
超
え
る
も
の
や
、
補
植
さ
れ
た
も
の
な
ど
見
事
な
並
木
路
と
な

っ
て
い
る
。

や
が
て
こ
の
「
札
幌
本
道
」
は
、
開
削
当
時
の
目
的
で
あ
っ
た
函
館
、
室
蘭
、
札
幌
連
絡
路
と
し

て
の
使
命
が
終
わ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
三
八
年
の
函
館
・
小
樽
間
お
よ
び
大
正
一
五
年
の
苗
穂
・
苫

小
牧
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
た
め
で
あ
る
。
鉄
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
「
千
歳
・
苫
小
牧
・
室
蘭
へ

の
長
距
離
交
通
路
と
し
て
の
重
要
性
や
利
用
度
は
減
じ
た
が
、
一
面
月
寒
聯
隊
、
墓
地
、
火
葬
場
、

ゴ
ル
フ
場
、
種
羊
場
の
設
備
拡
張
や
、
定
鉄
電

化
等
の
関
係
も
あ
っ
て
、
札
幌
・
月
寒
間
の
交

通
量
は
著
し
く
増
加
し
た
の
で
、
従
来
の
よ
う

な
砂
利
道
で
は
と
う
て
い
修
理
も
追
い
つ
か

ず
、
泥
田
の
よ
う
な
悪
路
は
、
札
幌
名
物
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
」（『
札
幌
市
史
』）。

こ
の
道
路
が
再
び
長
距
離
交
通
路
と
し
て
の

本
来
の
性
格
に
も
ど
る
の
は
、「
戦
時
中
設
け

ら
れ
た
千
歳
の
飛
行
場
が
終
戦
後
に
大
拡
張
さ

桔梗野から峠下まで続く「赤松並木」
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れ
、
支
笏
湖
は
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
各
種
の
施
設
が
行
わ
れ
、
千
歳
線
、
支
笏
線
の

バ
ス
の
路
線
も
開
設
さ
れ
て
、
札
幌
・
千
歳
間
の
自
動
車
交
通
が
著
し
く
頻
繁
と
な
り
、
観
光
道
路
、

特
殊
道
路
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
性
を
加
え
て
き
た
」（『
札
幌
市
史
』）
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
北

海
道
庁
で
は
「
豊
平
駅
・
月
寒
間
の
舗
装
を
計
画
し
、
関
係
市
町
村
で
は
進
ん
で
小
樽
・
札
幌
間
、

札
幌
・
千
歳
間
舗
装
実
施
促
進
に
つ
い
て
運
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
」（『
札
幌
市
史
』）。

従
来
「
室
蘭
街
道
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
「
札
幌
本
道
」
は
、
大
正
八
年
の
道
路
法
で
、
札
幌
・
千

歳
・
苫
小
牧
そ
し
て
浦
河
に
至
る
地
方
費
道
札
幌
浦
河
線
と
認
定
さ
れ
、
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
路
線

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
七
年
一
二
月
四

日
、
再
び
札
幌
と
室
蘭
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
一
級
国
道

三
六
号
線
に
指
定
さ
れ
た
。

余
　
録

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
四
月
一
六
日
、
任
期
を

終
え
て
北
海
道
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
ク
ラ
ー
ク
博
士

が
、
島
松
駅
逓
に
立
ち
寄
り
一
服
す
る
。
見
送
っ
て
き

た
佐
藤
昌
介
ら
に
対
し
て
、
未
練
を
断
ち
切
る
よ
う
に

「B
oys
B
e
Am
bitious

」
の
名
言
を
残
し
て
馬
に
ム
チ

を
あ
て
て
、室
蘭
か
ら
船
で
母
国
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
。

そ
の
日
の
朝
、
名
残
を
惜
し
む
職
員
生
徒
た
ち
と
博
士

島松沢に建つ「クラーク博士記念碑」と「稲作発祥の地」碑
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の
官
舎
前
で
記
念
の
写
真
を
撮
り
、
思
い
思
い
に
馬
に
跨
っ
て
博
士
の
馬
を
追
い
な
が
ら
室
蘭
街
道

を
南
下
し
て
、
島
松
駅
逓
で
休
憩
と
な
る
。
博
士
は
一
人
ひ
と
り
と
握
手
し
、
慈
愛
の
こ
も
る
ま
な

ざ
し
で
学
生
た
ち
に
「
青
年
よ
汝
等
は
常
に
大
志
を
懐
き
、
国
家
有
用
の
材
た
れ
よ
！
」
と
叫
ぶ
と
、

長
鞭
を
馬
腹
に
あ
て
、
や
が
て
疎
林
の
中
に
そ
の
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

昭
和
九
年
に
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
記
念
碑
を
建
て
よ
う
と
す
る
議
が
有
志
の
間
に
起
こ
っ
た
。
そ
こ

で
佐
藤
昌
介
ら
が
「
記
念
碑
建
設
予
定
地
」
と
い
う
標
杭
を
建
て
た
。
し
か
し
種
々
の
事
情
か
ら
建

設
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
に
な
っ
て
「
北
海
道
教
育
界
の
シ
ン
ボ
ル
、
ク
ラ
ー
ク
先
生
の
功
績
を
永
く
讃
う
べ
し
」
と

い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
昭
和
二
五
年
に
北
大
生
や
地
元
民
の
奉
仕
で
基
礎
工
事
が
始

ま
り
、
同
二
五
年
一
二
月
に
記
念
碑
が
完
成
し
た
。
山
内
壮
夫
が
設
計
し
た
も
の
で
、
碑
は
約
七
�

ほ
ど
の
御
影
石
造
り
の
パ
ン
テ
ノ
ン
式
円
柱
の
も
の
で
あ
る
。
中
ほ
ど
に
は
山
内
壮
夫
の
手
に
な
る

博
士
の
ブ
ロ
ン
ズ
の
浮
彫
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

引
用
お
よ
び
参
考
文
献

河
野
常
吉
著
「
北
海
道
道
路
誌
」
北
海
道
廳
、
大
正
一
四
年

「
新
撰
北
海
道
史
―
第
三
巻
通
説
二
」
北
海
道
廳
、
昭
和
一
二
年

「
新
北
海
道
史
―
第
七
巻
資
料
一
」
北
海
道
、
昭
和
四
四
年

「
広
島
村
史
」
広
島
村
、
昭
和
三
五
年

「
豊
平
町
史
」
豊
平
町
、
昭
和
三
四
年

「
北
海
道
道
路
史
―
路
線
史
編
」
北
海
道
道
路
史
調
査
会
、
平
成
二
年

「
札
幌
市
史
―
政
治
行
政
編
」
札
幌
市
、
昭
和
二
八
年


